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1． 目的

　一 の 寵集 剤生 釐 と形態変 化の 関 蝋 （微鑑物釐生凝集剤 第 11報）

　 （工 技 院 ・微工 研、 ＊ 川 崎重 工業）O 畠山 修
一

郎 。禽根隆一郎 。 山 本潔 ＊ ・

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 告野 牟 ＊

我 々 は従来よ り微 生物麿 生藁集剤の 生商 の た め、安価 な培地 の 種類検 討 など培

戔 コ ス ト低減 を図 っ て き た 。 他方微生物 がなぜ凝集剤を作 るの か その 生物学的意義は不 明

で あ り、 こ れ の解 明 は凝集剤生 塵の 効率向 上 に 寄与す る こ と が考 え られ る。今 回凝 集剤生

産 と菌 の 形態変化 と の 間 に生物学的 意義を示 唆す る 関係 を見 い だ した の で 報告す る。

2 。方法 　凝集剤 の 生 齏 は 従来法に 健 い
、 培触の 炭 素源 と して 1 ％果糖． 1 ％ぶ どう糖、

1 ％庶糖 ま た は各 々 0 ． 5 ％ず つ 混 合 した もの を用 い た 。 培鏝 中、培 養液の 濁度、 凝集活

性、各糖含量 の 測定 及 び光学 顕微鏡 による菌の 形態 観察 を行 い 経 時変化 を翻 べ た。　　　 ，

3 ．結果 　培地 中糖成 分 と凝集剤生 童． 形態変化、 菌の 生育 との 関係 は、

  凝集剤の 生 産 は果 網 を用 い た時最 も趨 く、庶 糖で はほ とん ど生 産 され な か っ た。

  糟 は果糖、 ぶ ど う糟、漁 糖 の順 ｝ご消費 さ楓 こ れ ら の 申で は果糖 が優先的に 資化 され た

  本 菌 は通常 1x2 μ m の 短 桿菌で あ る敢 果糖を 用い た培地 で は菌 は伸長 し 1 ． 5x8

pm に達 した 。

一
方庶糖 を用 い た場 合菌 の 形態変化 は み られ ず、短 桿状の ま まで あ っ た．

また培餐 中にお け る 凝集渚性 と形態 変化 を譯細に 調 べ た とこ ろ、 菌が伸長 し始め る と きに

凝集活 性 の 増 大 がみ ら h，た。

以上 の 緒果 は 消費す る糖 の 種熈 ・凝 集剤の 生産性及 び菌の 形態変化 の 間に、 資化 し易 い 糖

を炭素源 とす る と き菌 体が 紳長 し． 同時に 凝集剤 を 生産 す ると い う関係の ある こ とを示 唆

してお り、 こ れ らの 繕果 か ら凝集剤 生産 と菌の 形態 変化 に つ い て 生物学 的意義を 考察する。
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356 氷 核 活 性 繊 蔚 tWLdgm 。 nas 　 flu 。 resce 聡   IN ・ltこ よ る 氷 孩 活 性 物質 の 分 泌 生コノ
産 に つ い て

（関 西 大 ・工 ＞ 0 田 中 　 羃 ， 増 村 延 笥  谷 下 準 一
｝ 小 棚 　 rr　t 徳 山 　 寮

訌，　ロ 的 　 氷 核 活 性 物 質 を 薗 休 外 に 分 泌 さ せ る こ と は 1 工 業 化 の 上 で ， 　驫 要 で あ る ．　今 回 ，

）k 肇乾 き舌 化駐翻 菌 駐t“．LP」LldtsL匿雌 　@fluorescens 　kUIN − 1し こ己ま，　亅 晋 鈍1 去 を 選 べ君 よ，　 細靠 包X 瑾監 こ 存在i す　

氷 核 活 性 物質 tt 留 体 外 に 放 出 す る こ と が わ か っ た の で ， 菌株 XUI 隈・ 1 の 箇 休 外 氷 核 活 性

質 の 分 泌 生 産 に お け る 分 泌 条 件 に つ い て 検 討

た 。 2 ． 方 漲　 斑
株k田 N ・ 1 ほ 当 研 究 室 で イ ン ゲ ン 豆 の 葉 か ら 分 離 さ れ た も の を 使 用 し

。 太培 蕗t：t ， 500ml 坂 D フ ヲ ス コ に生育 塘地 50mi 凝入れ て ，18 ℃ ， 72 時 間 ， 挽 撫 擴 と

培簸機d55r 鱒 ） で 行 っ 鞄 ． 菌 体 外 永 核 活 性 物 質 の 氷 核 活 性 は ， 壇 摘 液 を 遠 心 分 離した後 ，

D4S μ m の 膜で ろ 過 し 炬 ． 　 そ の ろ 液 の氷
核 形 成 澄 度

（ Ts 臼）
は ，

　 Valil 幽 の 方 法 に 従って

定 し た 。 　 氷 械形 成 如 度 は い ndov ら

方法で 行 っ 距 。 tl ・ 姑 果 　 8 耨 の既知
の
培地 に 薗 株 楓 U 園 一 1 を 植 蔚 し ， 上 記 の 方 法で培 獨し

結 果レCVE 呈音 地 （ t；； cto − casitene ，　 Yeast 　 ex し ractp グ リ セ リ ン
）

， 　 ま たは グ ル タ

ー ト 熔 地 （ グ ル コ ー ス t グ ルタ ミン駿 ナ トリウム， KnHPO ‘ ， Mgse4 ・ 71120 ， 　 KCI ） の 薗

外 氷 核 活 性 物 質 に 比 較 的 高
い氷核形 成濃 度 （ 丁 詞 露一 8・ 置℃） が 確 認 さ れ ta ． 　CVE 壇 地の 炭絮 源 〔 0 ．

（ v ／ v ） 】を グ リ
セ

リン か ら ， 　 グ ル コ ー ス ，　 シ ョ 糖 ， マ ン ニ ッ ト 、 　 ま た は ク エ ン 駿

ト リ ウ ム に 変 え て ， 上 記 の 方 法
で
塘 養 し 亮 鮎 果 ， シ ョ 糖で 高 ’ い活性 が 得 ら れ た ． 　 そ こ で

　
シ
ョ 糖 濃 度 を 変 化させて 培「 薙 し た 繕 榮 ， 3 ． 2X （ V ！ V ） シ ョ 糖 で 培 癈 し tn 薗 体 外氷

核 活 性 物 質

氷
核形 成溜 度 （ Ts “ 》 は ， 一 ： L 堵
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